
平成２９年第７回鹿角市議会定例会 一般質問 
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平成２９年第７回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 1 質問者 金澤 大輔 質問所要時間 30 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

１ 葛飾区との連携・協力の生かし

方について 

 

 

 

２ 遺跡を活用したシティープロモ

ーションについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 外国人観光客の誘客について 

 

 

 

①よつぎ小と冬の交流もできないか伺う。 

 

②食の交流まつりの出店者を拡充する考えはあるか伺う。 

 

 

①大湯ストーンサークル館で娯楽性を取り入れたアプローチに取り組む考えはあるか伺う。 

 

②北秋田市と組んで映像作品を使ったプロモーションに取り組む考えはあるか伺う。 

 

③遺跡見学の安全対策について伺う。 

 

④安全性確保のため、遺跡見学に乗り物を導入する考えはないか伺う。 

 

⑤施設にドローンを導入し、ドローンを使った見学は考えられないか伺う。 

 

 

①花輪ばやし開催時に外国人向けの観光案内所、もしくはブースを設置する考えはないか伺う。 
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平成２９年第７回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 2 質問者 舘花 一仁 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 
１ 健康寿命日本一に対する本市の

取り組みについて 
 （１）本市の現状について 
 
 
 （２）県と共同で実施する事業に
ついて 

 
 
２ 観光振興について 

 （１）湯瀬温泉郷の活性化につい
て 

 
 
 
（２）まち歩き観光について 

 
 

 
 
（３）ＳＮＳ等を活用した観光ＰＲ
について 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
① がんや自殺など本市で取り組むべき健康課題は多いと思うが、脳卒中対策を最優先課題とした理由
と本市の現状について伺う。 

 
① 県全体で取り組みを進める必要があると思うが、本市から具体的な提案を出して、県全体の活動と
して進める考えはないか伺う。 

 
 
 

① 湯の駅おおゆ完成後、湯瀬温泉郷のハード及びソフト事業の取り組みを進めていく考えはないか伺
う。 

 
② 湯瀬渓谷散策路の安全対策（路肩崩落・熊対策）について伺う。 
 
① 旧鹿角郡公会堂が「鹿角市歴史民俗資料館」としてリニューアルオープンしたが、花輪のまち歩き
観光へどのように取り組むのか伺う。 

 

② 武家屋敷通りの往時を再現するため、生け垣整備に対して助成金を検討できないか伺う。 
 
① 本市ではＳＮＳを活用した観光ＰＲをどのように行っているのか伺う。 
 
② 職員にタブレット等を配付し、積極的に投稿できる環境を整えるべきかと思うがいかがか。 
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平成２９年第７回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 2 質問者 舘花 一仁 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 
 

 
 
 
 
 
３ 中心市街地活性化について 
 （１）まちなかオフィスと商店街
との連携について 

 

 （２）コモッセと商店街との連携
について 

 
 
 （３）学生と商店街との連携につ
いて 

  
 

４ 空き家対策について 
 （１）現状と今後の再調査につい
て 

 
 （２）「孫ターン」の活用について 
 
 

 
③ 「インスタ映え」が話題となっているが、スマートフォン等での撮影教室を開催し、市民一人一人

が情報発信を行うことで鹿角の魅力を伝えることができると思うが、このような取り組みができない
か伺う。 

 
④ ＶＲ（バーチャルリアリティ）コンテンツ活用による新たな観光ＰＲについて伺う。 
 
 
① まちなかオフィスが満室となっているが、商店街とのイベント連携等の取り組みはどのように進
め、商店街への立地効果を出しているのか伺う。 

 

① コモッセオープンから２年以上経過し、中心市街地活性化にどのように寄与しているか伺う。 
 
② 商店街とコモッセ間の市道融雪などハード面での取り組みは検討しているか伺う。 
 
① まちづくりにおいて福井県鯖江市の「ＪＫ課」など、学生の意見を市の施策に取り入れ成功してい
る事例もある。かづの高校生広報室の取り組みを拡大し、まちづくり、特に中心市街地活性化に学生
の意見を取り入れる取り組みをしてはどうか伺う。 

 

 
① 平成 25 年度に実施した空き家実態調査から４年経過し、どの程度取り組みの成果が見られるか。
また、今後の調査の予定について伺う。 

 
① 祖父母の居住地を縁に県外から移住する「孫ターン」が注目されている。建物や農地貸出に対する
ハードルが低いことから、厚い支援を行うことができれば所有者の関心も高まると思うが、本市でも
このような取り組みはできないか伺う。 
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平成２９年第７回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 2 質問者 舘花 一仁 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 
５ 文化振興について 

 （１）コモッセについて 
 
 
（２） 図書館の開館時間の延長に
ついて 

 
（３） 毛馬内盆踊りをユネスコ無
形文化遺産にできないかについ
て 

 
 

６ 行政改革について 
（１）これまでの実績について 
 
（２）市民のための行政改革の推進
について 

 

 
 
 
 
 
（３）自治体常勤弁護士の採用につ
いて 
 

 

 

 
 

① 民間主催のコンサートなどをふやすため、地元に本社や営業所がある事業所主催のコンサート等を
支援できないか伺う。 

 
① 図書館の開館時間を延長することができないか伺う。 
 
 
① 花輪ばやしの山・鉾・屋台行事のように、盆踊りの関係団体及び文化財所在自治体とともに、本市
が音頭をとって取り組みができないか伺う。 

 

 
 
 
① これまでの実績について、予算や職員数に対する効果見込みをどのように分析しているか伺う。 
 
① 業務の効率化が市民サービス低下に結びつかない取り組みをどのように進めていくのか伺う。 
 
② 国では働き方改革を提唱しているが、本市として国の動きに呼応した取り組みは行われているか伺

う。 
 
③ 労働生産性を生まない長時間にわたる会議の解消のため、市内部の打ち合わせ用にスタンディング
ワーク用会議室を設置してはどうか伺う。 

 
① 複雑化する社会問題への対応に自治体常勤弁護士を採用し、職員の法律相談や条例制定に関与し、
一般職員の業務改善を図ることができないか伺う。 

 
。 

№3 



平成２９年第７回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 3 質問者 倉岡 誠 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

１ 母子生活支援施設について 

 

 

 

 

 

 

２ 国民健康保険制度について 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

３ 会計検査院の指摘について 

 

① 入所世帯の現状について、施設の老朽化が進む中で利用者に満足いただける施設になり得ていない

ような気がしてならない。そこで、入所世帯数の過去５年間の推移と、今後の利用状況はどのように

推移すると予測しているのか伺う。 

 

② 利用環境や老朽化に鑑み、今後の施設更新や改築等の計画があるのか伺う。 

 

 

① 国民健康保険制度改革が進められる中で、次年度より広域統合が進められ、秋田県に移管になると

のことであるが、これまでの経緯と今後のスケジュール、並びに新たな財政運営の仕組みはどうなる

のか伺う。 

 

② 新制度での新たな税率の仕組みはどうなるのか伺う。 

 

③ 平成26年度より税率を上げ、残高を積み上げている基金は、統合後どのようになるのか。各自治体

の個別の資産だと考えるがいかがか。 

 

 

① 会計検査院に補助金を過剰に受け取ったと指摘されたことで、その補助金を返還しなければならな

いとし、本定例会に補正予算を計上しているが、市の当時の判断・見解と会計検査院側の判断の相違

点は何か。市の法解釈と国・県の指導はどのようなものだったか伺う。また、これは市民の負担で返

すことになると言っても過言ではないと考えるがいかがか。 
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平成２９年第７回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 3 質問者 倉岡 誠 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

４ 湯の駅おおゆについて 

 

① 来年度オープンの予定で進めている事業が、大湯地区の活性化に向けた地区住民の期待と希望を担

い、さらには道の駅の登録がされた中で全国の方からの期待もあるものと思うが、なぜ、このタイミ

ングでの指定管理者の指定辞退なのか。その理由は、詳細に示されていないが、到底納得のできない

事柄である。その理由を明らかにしていただきたい。 

 

② 指定管理者の指定を受けていながら、辞退をしたことの責任の所在をどうするのか、そのままにし

ておいていいのか伺う。 

 

③ 新しい指定管理者を求めるとしているが、万が一手を上げる方がいない場合、その手立ては考えて

いるのか。また、立地条件から、日常の運営が難しいとの思いがあったとすれば、誘客方法や施設の

活用の仕方をどのように考えているのか伺う。 
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平成２９年第７回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 4 質問者 田口 裕 質問所要時間 30 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

１ 学校統廃合について 

 （１）花輪北小と平元小の統合に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 （２）高校の統合について 

 

 

 

 

２ 農業政策について 

 （１）現状認識と基本姿勢につい

て 

 

 

 （２）主要農業者への対応につい

て 

 

 （３）鹿角農業の将来ビジョンに

ついて 

 

 

 

① 基本的考え方と地区住民の意向把握をどのようにするのか伺う。 

 

② 学区割と実態との乖離が懸念されるが、どのように対応するのか伺う。 

 

③ 統合後も急激な児童数の減少が予想されるが、どのように考えているのか伺う。 

 

④ 統合後の校舎利用について、考え方を伺う。 

 

① 現状認識と今後どのように取り組んでいく考えか伺う。 

 

② 鹿角地域の意思、計画をつくる早急な協議が必要と思うが取り組めないか伺う。 

 

 

 

① 大規模経営体が直面する課題、小規模農家がやめていく現状、農作業を委託したくても受け手がな

い状況、農業施設管理が難しくなっているなど、農業の環境、状況が大きく変わってきているが、ど

のように認識し、今後どのように取り組んでいくのか伺う。 

 

① 法人、集落営農、認定農業者がさまざまな課題を抱えている。さらにきめ細かな対応、指導に取り

組めないか伺う。 

 

① 大規模農業者とともに小さな農家も生き生きと暮らせる地域づくりができないか伺う。 
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平成２９年第７回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 5 質問者 黒澤 一夫 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

１ 企業誘致と鹿角市産業団地の活

用及び雇用の場の確保対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

２ 熊による人身被害、鳥獣の糞便

被害の防止への取り組みについて 

 

 

 

 

 

３ 市内小学校・中学校の統合計画

について 

 

 

 

 

４ 農業の振興への対策について 

 

 

① 企業誘致、観光客誘致のための訪問活動を展開しているが、最近の成果について伺う。 

 

② 鹿角市産業団地の整備で、食品・レタスの生産会社の進出で成果が出てきているが、今後の進出企

業の確保への取り組みについて伺う。 

 

③ 若者の働く場の確保、健康な高齢者の働く場の確保対策も「元気な鹿角づくり」のためにも急務で

あると考えるが、どのような取り組みを展開するものか伺う。 

 

 

① 熊に襲われてけが人が出ており、住宅地にも入り込んでいる。捕獲のための取り組みを強めなけれ

ばならないと考える。このことについて伺う。 

 

② ＪＲ鹿角花輪駅周辺、スーパーのまわりの国道沿い上空をカラスの大群が飛んで、多量の「フン」

が飛散している。この状況の解消のための取り組みが必要であると考えるが、対処について伺う。 

 

 

① 市内花輪地区、十和田地区の小学校をそれぞれ統合するとのことだが、市内全体的な見通しや検討

を行い、市民への周知を図るべきと考える。このことについて伺う。 

 

② 学校・学区の伝統的行事や文化、お祭り、地区子ども会等への関わりはどのように行うものか、ま

た、どのように対処するものか伺う。 

 

① 米の転作制度廃止に伴う農家への指導、所得の確保対策が必要と考えるが、どのように進めるか伺

う。 
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平成２９年第７回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 5 質問者 黒澤 一夫 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

 

 

 

 

 

 

５ 指定管理者制度の運用と現況確

認の実態について 

 

 

 

 

６ 冬期間における道路管理と除雪

計画について 

 

 

 

 

７ 安心して通行できる道路の確保

対策について 

 

 

② 畑作の振興について、どのような野菜、花きなどの品種の増産を計画しているものか伺う。 

 

③ 北限の桃、かづの短角牛、りんご等の特産品の生産振興の取り組みにさらに力を入れてほしいと考

えるが、このことについて伺う。 

 

 

① 「湯の駅おおゆ」指定管理者が辞退したことは残念であるが、これまでの経過及び今後の対処につ

いて伺う。 

 

② 指定管理を受託している会社との情報の交換等、適切に運営されているか伺う。 

 

 

① 安全で安心して暮らせるまちづくりのための除雪を望むものだが、十分な対応であるか伺う。 

 

② 地域あるいは除雪ボランティア(チーム)の設置制度を充実させ、地域での除雪、排雪のシステムづ

くりを進めてはいかがか。 

 

 

① 尾去沢西道口大屋布地区の雨天時の市道通行不能状態の解消への取り組みについて伺う。 
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平成２９年第７回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 6 質問者 成田 哲男 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

１ 出会支援事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 鹿角マルシェの推進について 

 

 

 

 

３ 新規ブランド産品育成事業につ

いて 

 

 

① 「あきた結婚支援センター」の出張企画として10月から本市で開設されているが、効果について伺

う。 

 

② 婚活支援サイト「ゼクシィ」とタイアップした「癒しと出会いの旅」が９月に開催されたが、結果

について伺う。 

 

③ 出会いツアーの開催数をふやすことはできないか伺う。 

 

④ 本市独自の登録制度は検討できないか伺う。 

 

 

① 市場を介さないモデル販路構築の計画であるが、現状について伺う。 

 

② 拠点施設の整備について具体的な協議も予定されているが、進捗状況はどうか伺う。 

 

 

① 新たなブランド化作物選定の内容について伺う。 

 

② 今後の作付け拡大などの見込みについて伺う。 
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平成２９年第７回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 6 質問者 成田 哲男 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

４ 広域観光の推進について 

 

 

 

 

 

５ 企業誘致促進事業について 

 

 

 

 

６ 空き家対策について 

 

 

 

 

 

７ 地域医療構想等について 

 

 

 

 

① 岩手県空港利用促進協議会への加入による花巻空港を拠点とした新たな広域観光ルートの内容に

ついて伺う。 

 

② 盛岡・八幡平広域観光推進協議会の観光商談会による感触や今後の見込みについて伺う。 

 

 

① 来春操業開始する予定の株式会社バイテックファーム鹿角の地元雇用は進んでいるのか伺う。 

 

② 大館市にも現地法人があるが、鹿角と競合する問題点はあるか伺う。 

 

 

① 空き家になっている建物の状態等について、特に市外・県外の所有者に対して、定期的な連絡や確

認はされているか伺う。 

 

② 住宅セーフティーネット法の改正により今後の空き家対策はどのようになっていくか伺う。 

 

 

① かづの厚生病院の里帰り出産休止及び鹿角地域の産婦人科機能の維持のために、市や民間団体、関

係機関を含めた現在の動きについて伺う。 

 

② 鹿角の医療を維持していくことが原則である中で、枠組みを超えた広域的な医療体制の必要性につ

いて伺う。 
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平成２９年第７回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 7 質問者 中山 一男 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

１ 誘致企業について 

 

 

 

２ 地元企業情報の発信について 

 

 

３ 財政問題について 

 （１）地方交付税について 

 

 

 （２）特別交付税について 

 

 

 

 

４ 未利用施設について 

 （１）市の未利用施設の現状につ

いて 

 

 

① 平成29年度に企業２社が進出を決定しているが、その２社への支援内容と、雇用計画やオープンま

でのスケジュール及び会社の概要等を伺う。また、総合戦略では平成31年度までの誘致目標はクリア

しているが、この２社以外にも進出の可能性がある企業はあるのか伺う。 

 

① 地元企業情報を大手企業等に発信し、本市の会社・企業等の商品販売の促進を図りながら、地場企

業等の振興を図るべきと考えるが、市の考えを伺う。 

 

 

① 平成30年度における国の地方交付税4,000億円の減額は、金額的に本市にどれくらいの影響がある

のか。また、来年度計画されている各種事業の執行に影響が出てくるのか伺う。 

 

① 国はふるさと納税で起業支援や移住促進に取り組む場合、また、移住者向けの空き家・古民家の改

修、移住体験や就業支援する場合も、特別交付税で支援するとしているが、移住者が80人以上という

実績を上げている本市の場合も該当になるのか伺う。また、本市のふるさと納税による寄附金は、別

の事業に充当しているが、それでも該当になるのか伺う。 

 

 

① 現在、使用していない市有建物の件数と、今後不要となる見込みの市有建物の件数を伺う。また、

現在使用していない建物について、今後の利用見込みを伺う。 
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平成２９年第７回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 7 質問者 中山 一男 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

 （２）（仮称）市有財産等活用基金

の創設について 

 

 

 

 

５ 農業対策について 

 （１）減反廃止後の対応について 

 

 （２）北限の桃対策について 

 

 

６ 放課後児童クラブについて 

 （１）今年度の利用者の現状と今

後について 

 

 （２）小学４年生以上の児童数の

現状と今後の見込みについて 

 

 （３）受け入れ学年の現状と拡充

について 

 

 （４）花輪児童クラブの施設拡充

について 

 

① 老朽公共施設の解体処分、貸付財産（ホテル鹿角）などの大型リフォーム、市に寄贈された空き家

のリフォーム・解体・整地費用、また、民間の空き家については、市が今後各種施策を行う上で必要

と認める空き家のみのリフォーム・解体・整地費用などに充てるため、（仮称）市有財産等活用基金

を創設してはどうか伺う。また、基金の財源として、毎年の土地建物貸付収入や、繰越金の一部を積

み立ててはどうか伺う。 

 

 

① 本市における減反廃止後の農家への対応をどのように考えているのか伺う。 

 

① 販売額と集荷量が平成27年度より減少した理由と現在の桃栽培農家数、栽培面積を伺う。また、総

合戦略に掲げる目標値をクリアするための方針と農家への支援策を伺う。 

 

 

① 今年度の放課後児童クラブの登録者数と登録率、平均利用者数と利用率、障がいを持っている子ど

もの利用者数を伺う。 

 

① ４年生から６年生までの今年度の児童数、スポーツ少年団への登録者数、スポーツ少年団以外の部

活動への参加者数、どちらにも属さない児童数と、来年度以降のこれらの見込み数について伺う。 

 

① 県内各市の受け入れ学年の状況と、今後６年生までの受け入れに拡充する場合の課題をどう捉え、

どう対応していくのか伺う。 

 

① 平成29年度の花輪児童クラブの登録者数と平均利用者数、平成30年度以降の見込みについて伺う。

また、花輪児童クラブを１施設にまとめ、増改築して拡充すべきと思うがいかがか。 
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平成２９年第７回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 7 質問者 中山 一男 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

７ 高齢者センターのトレーニング

機器について 

 

 

８ 障がい者総合サポートセンター

機能について 

 

９ 花輪大堰の改修工事について 

 

 

 

10 鳥獣被害防止対策について 

 

11 猟友会会員の確保について 

 

① 現在あるトレーニング機器を更新する予定はあるのか伺う。また、高齢者ばかりでなく、若い年代

の方々も高齢者利用の空き時間を活用して、トレーニングができるシステム構築も必要と思うがいか

がか。 

 

① 障がい者総合サポートセンター内に、ひきこもりの若い方々や家族が相談できる、あるいは社会復

帰に向けた訓練等ができる場所を開設できないか伺う。 

 

① 改修に当たって、垂直な護岸ではなく、現状の川幅を保ったゆったりとした流れにしてほしいが、

これは県の事業ではあるが、市としての考え方や住民の意見・反応をどのように受けとめているのか

伺う。 

 

① 迅速な駆除体制としての「鳥獣被害対策実施隊」は、具体的にどのような活動を行うのか伺う。 

 

① 現在の猟友会員の人数と平均年齢、そして、猟友会員の確保についてどのように考えているか伺う。 
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